
新　年　礼　拝新　年　礼　拝
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（１月１３日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

牧唯恵伝道師

全本みどり
佐々木芽生
a岡本享子
平澤　瞳
永井匡史
酒井美津子
佐々木亜弥
加藤優子
牧三貴子
岡本英樹
大田幸子
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　人生には「どうしてわたしが？」「そんなの無理！」「何でこん
なことが起こるの…」と、願ってもいない出来事が次々と起こり
ます。私も、そんな出来事がある度に「どうしてですか？」と、
何度も神様に直談判をした一年でした。ああだ、こうだと文句を
言い、できない、やりたくないと駄々をこねる私に、神様は「あ
なたがするんじゃない。私がするんだ」、「あなたは一人じゃない。
私がいつも共にいる」と言われ、私の強気の直談判は、いつも神
様の愛と慰めによって、悔い改めと感謝の祈りへと変えられてい
きました。 それでも、思っていたように進まず「あぁ、今日はダ
メだったな…」と凹んだり、「やっぱり私じゃ、無理だ…」と、自
分で自分をジャッジするような日々でした。しかし神様は、私が「よ
くない」と感じるそんな一日の終わりに、「よし、これでいい」と
言われとによって、聖められるからです。（Ⅰテモテ4:4-5）
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※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

通読のツボ
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新年礼拝

古谷裕美古谷裕美

（ ２０１９年１月１日 ）
（要約者：行司　佳世）

誕生者のお祝い

黙示録　福澤師

ローマが終り、コリントに入ります。コリントは、
中部ギリシヤとペロポネソス半島をつなぐ位置に
あり、ギリシヤ半島内の交通の要衝となっていま
す。更に地中海の東西の交易品の集散地でもあり
ました。歴史を見るとコリントの町は 1度、前
146年にローマによって破壊されたが、前 44年に
ローマの植民都市として再建され、パウロの時代
に至るまで土地柄の利点を背景に経済的繁栄をし
ました。その繁栄と共に、風紀の乱れでも有名な
地域となりました。ガリオがアカヤの地方総督で
あった頃、パウロはコリントで最初に福音を宣べ
伝え、コリント教会が誕生しました。最初の伝道
は 1年半に及びました（使徒 18：11）その後、彼
はアンテオケ教会へと戻り、そこでしばらく過し
ましたが、また，出発して第 3次伝道旅行を開始
した（同 18：23）。この旅行で彼はエペソに来て、
2年 3か月にわたって福音を伝えていました。（同
18：23、19：8、10）。Ⅰコリントが執筆されたのは、
このエペソにおいてでありました。（Ⅰコリ 16：
8）このような経過を考えると，Ⅰコリントの執筆
は 55年前後だと思われています。使徒の働きを読
み返しながら、コリントの状況を感じながら読み
進めていきましょう。

牧　一穂　牧師
平澤一浩

牧　唯恵　伝道師
高橋奈津江
a永井比和子

　１日　小根久保ゆう太
　３日　近藤昭恵
　４日　森脇遼太
　５日　牧　結果子
　　　　西嵜一喜

　６日　古谷裕美
　９日　金森郁子
１０日　小林博子
１２日　三村路子
１４日　吉岡里英

１６日　田中順子
１７日　小原豊仁
１９日　高杉昌己
２０日　眞砂　仰
２１日　淺野主眞

２３日　平澤　瞳
２４日　朽木佑太
２５日　佐々木佳子
　　　　鈴木たかよ
３０日　大谷理恵

３０日　岩本嘉津代

1 月の誕生者

メッセージ：
司　　　会：

：
代 表 祈祷：
献　　　金：

：

23

30

24

31

25

1/1

26

2

27

3

28

4

29

5

早天祈祷会6：0000 ~早天祈祷会6：0000 ~

感謝礼拝 ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝ 元旦礼拝
14 時～

クリスマスマルクト
in　薗小学校

クリスマス礼拝 kiki さん
ゴスペルコンサート

上田仁

小根久保ゆう太 近藤昭恵

山本洋子

森脇遼太日名陽子 牧結果子
西嵜一喜
牧結果子森脇遼太近藤昭恵小根久保ゆう太日名陽子

誕生者のお祝い

岡本　享子

餅つき大会

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

　私たちは、神さまが完璧に造られたものを、知らずに生き
ていることが多いです。たとえば、太陽と地球の関係です。
少しでもずれていれば地球が暑すぎたり寒すぎたりしますが、
ちょうど良いベストな位置で造られています。これを人間が
真似て作っても、何かあって暴走した時に止めることすらで
きません。このように完璧に創造された世界で生きているこ
とを自分たちは知っているでしょうか？知らないということ
は、恐ろしいことです。知らないで生きると私たちは歩む道
を間違えてしまいます。知らないがゆえにその世界から何か
を見失ってしまっていたら、今まで生きてきた未知の世界が
恐れに変わります。ですからこの朝、自分たちに知るべきこ
とがあるのなら、それを知ることができる人生を歩むこと選
びましょう。たとえば、日本人は昔から餅を 7 日間食べる風
習がありますが、それがどこから来ているのか知っています
か？諸説ありますが、イスラエルの風習が伝わったという説
もあります。どこの風習が伝わったかというよりも、どうし
て私たちがその風習を行っているのかを考えなければいけま
せん。それを考えたことがありますか？どうしてこれらを疑
問に思わないのでしょう。私たちは、「なぜ？」と思う心を失
いました。そして「まぁいいか」と考えなくなったのです。
人間のあり方を失ったのです。しかし教会に来ると、週に一
度考える時間が与えられます。ただし、当たり前だと思って
いることが分かっていないと、生き方を損じることになりま
す。人間が動物のように本能の赴くままに考えることなく動
くことは恐ろしいことです。それぞれの物事には何かしら理
由があります。よく考えると何かが分かるのです。それは「自
分にはコントロールできない」ことです。自分の限界を知り、
弱さを認め、自分の問題を理解し変わろうとするのです。今
まで思っていた自分がそうではないことに気づくことができ
るのです。大きな智恵を得ることができるのです。

　この「智」には神の深い意味を知るということだそうです。
私たちは自分が無知であり明日を知らない者だと知っていま
す。だから知ることを願います。知ることで明日何が起ころ
うとも乗り越える知識になると信じているからです。神さま
はこんな私たちのために聖書を与えてくれました。聖書には
生き様が書かれています。私たちはその生き様を知ることで
知っていることがたくさんあります。知らないとは言えませ
ん！頭で知ることだけではない「智」ることへと進みたいです。 
智って物事に向き合うと葛藤が生じます。失敗だってします。
しかし私たちクリスチャンには神さまがいます。神さまは、
すでに私たちの人生が豊かになるようにあらかじめ用意して
くださっています。智って行動しないと葛藤も生じないし失
敗もしません。ただ知っているだけで終わってしまいます。
神さまと自分との関係を智って今一度「智」ること学びましょ
う。

「すべての人々が、自由に、かつ尊厳を持って、貧困と絶望か
ら解き放たれて生きる権利」を強調するとともに、「すべての
個人、特に脆弱な人々が、すべての権利を享受し、人間とし
ての潜在力を十分に発展させるために、平等な機会を持ち、
恐怖からの自由と欠乏からの自由を得る権利を有しているこ
と」と国連が定義していますが、聖書に書かれていることと
一緒です。これらを行うためには知恵(ソフィア)が必要です。
「ソフィア」σοφί�は、原理的、究極的なものに関する完全
な知恵を意味します。究極にして永遠なるものを知る知恵で
す。さらに聖書にはフローネーシスと言う言葉も出てきます。
「フローネーシス」φρόvησιςは、思慮深さ、分別原理的
な知恵を意味する「ソフィア」に対して、より実際的な知恵、
すなわち理解する知恵、日常生活の実際的な問題を処理でき
る知恵、ある状況の中においてなすべきこととなすべきでは
ないことを知る実際的知恵を意味します。これは永遠の存在
である知恵を知った人たち…すなわち神さま無しでは自分が
弱く何もできない存在であると知った人たちが永遠の存在で
ある神さまとともに生きていくと決断し、現実的な生活の中

で行おうとするのが知恵の発展型でそれが「智」なのです。
私たちは知るだけで知ったことをほったらかしにするのでは
なく、神さまの前で知識を智恵に変えなければいけません。
知識と智恵は違います。知識では解決できないことも智恵に
よっては解決することができるのです。この智恵を阻害する
ものは自己中心の罪です。生まれながらにして持っているこ
の罪を自覚してもう一度回復しましょう。

　
　智恵に生きるとは、愛と信仰により真理のことばに生きる
ことであると聖書は伝えています。「愛と信仰により」があ
る理由は、教会には、こうあるべきだと言う「真理派」、赦
せばいいと言う「愛派」が存在してしまうからです。この両
方があってひとつなのです。この世はどちらか片方が生きて
います。裁く人と裁かれる人、立場の上下…。しかし最も重
要なのは愛と信仰、つまり信じようとする心が大切なのです。
人が誰かとかかわる時には疑ってかかるより信じてかかわる
方が多いです。この信じようとする心の根底に愛が存在する
のです。聖書でなぜ愛が完全であり絶えることがないと書か
れているかというと、愛には絶えず赦すことがついているか
らです。愛することと信じようとする心の中に本当の真実の
思いがお互いの心に芽生えるのです。人は裏切ることがあり
ますが、裏切りたくないと言う思いも芽生えてきます。私た
ちが神さまに願うことは、愛し赦しそしてそれを信じようと
する心によって人が変えられていくことを知ることが大切で
す。

　自分の弱さを知っていますか？自分が弱いものであること
を知り認めた時、誰かの弱さを知ることができます。自分の
弱さを知っていれば隣人を裁く必要がなくなります。自分の
弱さを知るということは、それを受け入れるということです。
そして、弱さを受け入れて初めて自分の内側に強さをもたら
す方がおられるのを知ります。神さまは私たちの人生を変え
てくださるのです。

　詩篇90篇1～12節を読みましょう。最後の12節に「私
たちに自分の日を正しく数えることを教えてください。そう
して私たちに知恵の心を得させてください」とあります。私
たちが日々生きる中で大切なことは「自分のいのちの日を正
しく数えること」だと言われています。これは死をきちんと
乗り越えた人だけが出来ることです。自分が終わりに向かっ
て生きていることをきちんと理解して日々を生きることにあ
ります。この方法が、1 節に書かれています。人間の価値観
では死は恐れであり悲しみです。死を迎えた時に、恐れて不
安になるのかこれが終着と理解するのか、この二つの選択が
あります。クリスチャンの生き様は、次の人にバトンを渡せ
るように生きる人生を送ることなのです。今、自分の人生が
終わったらどうなるのか…正しく日を数えようとします。自
分の人生を誰かに引き継ぐことが出来ますか？もしもまだ引
き継げそうにないならば、それは智恵ではなく知識で人生を
送っていたのかもしれません。死があることは知ってはいた
けれど現実にそれが起こると受け入れていなかったのかもし
れません。私たちの人生が智恵に満たされているのだとすれ
ば永遠を理解することが出来るので死と言うものに変化が起
きます。そしてその死をもっておられる方が存在することも
知ります。私たちの人生を変えるものは「知ること」です。
あなたの日を正しく数えよと言われたその背後には私たちが
本当に知らなければならないことがあると言うメッセージで
した。神さまは今一度私の前で考えよと言われています。静
まり、神さまの前で自分の智るべきことを考えましょう。

「神の智恵」
～知ることから智ることへ～　　　ヨハネ1:14～16、コロサイ1:6～12

人間の安全保障・知恵
(ソフィア・フローネーシス・シュネシス )

愛と信仰により真理のことばに
生きることである

神の智恵。知ることから智ることへ

自分の日を正しく数える

弱さを知り認めることである
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